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研究成果の概要（和文）：韓国社会における高齢期ライフスタイルの変容の様相について、実証

的に研究した。現地調査は、京畿道城南市（首都圏）、大田広域市、忠清南道の農村地域で実施

した。全体的動向としては、晩年型同居の増加、農村部での三世代家族形成の困難、経済力に

よるライフスタイルの選択肢の広狭、子どもたちによる親の扶養責任の共有傾向などがみられ

た。日本との比較からは、別居子や近隣との盛んな交流、高い就労率（とくに農村部）と子ど

もからの経済的援助などの特徴が明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）： I studied the recent situation of changing lifestyles of elderly 
people in South Korean society. The field research was held in Seongnam City Geonggi-do 
(Seoul Metropolitan area), Daejeon Metropolitan City and the farm village area of 
Chungcheongnam-do. I found the general trends as follows; 1) increase of the lifestyle of 
elderly parents joining their grown children’s families in later years 2) difficulty of forming 
the three-generation family in the countryside 3) varieties of living alternatives by 
economical condition 4) tendency to share the responsibility of supporting one’s parents 
among all children, etc. Compared with the Japanese lifestyles, following characteristics 
became clear such as 1) frequent contacts with children living separately and with 
neighbors 2) high working rate especially in village areas and economical support from 
children, etc. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) アジア地域では今後、高齢化の急速な進
展が予測されているが、なかでも韓国は、シ
ンガポールと並んで、アジア地域最速の水準
で高齢化が進展すると予測されている。2003
年現在の韓国の高齢化率（65 歳以上人口が全
人口に占める比率）は 8.3％ですでに「高齢
化社会」になっており、2017 年には高齢化
率が 14％に達し「高齢社会」を迎えると予測
されている。これは、日本が経験した高齢化
の進展速度を上回るものである。2002 年の
韓国の合計特殊出生率は 1.17で、日本の 1.29
を下回っており、少子高齢化の進展にたいす
る危機感は日本に劣らない。また、韓国では、
経済の高度成長の過程で都市部に人口が激
しく集中し、都市部に暮らす子世帯と農村部
に暮らす親世帯という世代間の地域的分居
の構図が構成され、これが高齢者の扶養や介
護をめぐる家族関係や福祉サービスのあり
方に多大な影響を及ぼすものとなっている。
急速な経済成長による社会変容と先進諸国
および日本でも先例がないほどの高齢化を
経験することになる韓国社会に暮らす人々
が、これにどのように対応していくのかを調
査・研究することは、今後、急速に高齢化が
進む他のアジア地域の研究にも資するとこ
ろが大きいと思われる。 
(2)  韓国国内では、政府関係機関や研究者
によって、高齢者の生活や意識にかんする大
規模な調査票調査が行われてきており、他の
アジア諸国に比べるとこれらのデータは豊
富である。これまで日本においてなされてき
た韓国における高齢者扶養をめぐる諸問題
についての研究は、主としてこうした全国的
統計データの分析をもとにしたものであっ
た。しかし、外国研究として韓国研究をおこ
なうさいには、質的データの収集と分析が必
要である。統計データを解釈するうえでも、
高齢者自身やその家族、地域社会、行政関係
者らの行動の実態と意識および相互関係を
把握するうえでも、インタビューや観察によ
る個々の事例に踏み込んだデータの収集と
分析が必要である。 
(3) インタビューなどによって得た質的デ
ータに基づく研究はまだごくわずかであり、
調査対象地は韓国東南部の慶尚道地域に集
中している。韓国国内の全体的動向および各
地域の特色、首都圏と地方との差異などにつ
いて考察するためには、ソウル首都圏や西部
地域などでの現地調査が必要である。 
(4) 近年の韓国では、高齢者の間に自立志向
が高まり、息子がいても健康なうちは夫婦だ
けで暮らしたり、シルバータウンなどと呼ば
れる施設に入居する例がみられるようにな
っている。こうした動きは「ミドルクラス」
が多く住むソウル郊外の新興住宅地から拡
大しているようである。同時に、敬老堂や公

園などに高齢者が集い、花札やユンノリ、将
棋などをする姿もみられる。高齢者たちの日
常生活の過ごし方の変容／継続とその多様
性に目を向ける必要がある。 
(5) アジアにおける育児援助ネットワーク
については地域別パターンの類型化がおこ
なわれ、それぞれの社会の特徴を位置づけ整
理する作業がなされているが、高齢者扶養に
ついては地域別の類型化をおこなうまでに
は至っていない。高齢者の日常生活における
家族・親族ネットワーク、家事労働者、施設
利用などの実態を現地調査に基づいて明ら
かにすることにより、アジア諸社会間の比較
研究に寄与することができる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、韓国社会における高齢期のライ
フスタイルの変容の動向を、アジア諸社会の
動向のなかに位置づけることをめざすもの
である。本研究課題では、韓国ソウル首都圏
および大田広域市における現地調査を通し
て、高齢者と家族・地域・社会福祉などとの
間の関係のあり方の現況とその変容の方向
を明らかにすることが具体的な課題となる。 
 
３．研究の方法 
(1)調査研究方法の検討 
 家族社会学、社会福祉学分野における韓国
の専門研究者へのヒアリングをおこない、質
的調査の重要性、高齢者の多様性など、調査
研究上の留意点について助言を受けた。 
 
(2)現地調査によるデータ収集 
①概況調査 
 都市高齢者のライフスタイルの新しい動
向については、首都圏では京畿道城南市盆唐
区の盆唐新都市、大田広域市では儒城区大徳
研究団地近郊地域において調査をおこなっ
た。区庁（区役所）の高齢者福祉担当部署、
地域の老人福祉館や敬老堂などの高齢者の
生活と関連の深い施設等を訪問し、担当職員
および利用者から話をきいた。民間企業によ
る高齢者向け居住施設（高級老人ホームな
ど）の訪問、住民自治センター・図書館・百
貨店等が提供する文化講座の利用状況調査、
教会の高齢者向け講座の参与観察、早朝の公
園でのサークル活動の観察などもおこなっ
た。 
 農村部については、忠清南道イェサン郡デ
フン面、コンジュ市ケリャン面・サゴク面の
面事務所および面内の集落を訪問し、担当職
員および地域住民に話をきいた。 
②都市高齢者のライフスタイル調査 
 大田広域市の儒城区総合福祉センターを
拠点に、この地域に居住する高齢者に対し、
家族関係・日常生活・社会的支援の実態およ
びこれらに対する意識についてのインタビ



ュー調査をおこなった。 
 また、総合福祉センター、デイケアサービ
ス、低所得者向けの療養院、敬老堂など、イ
ンタビュー調査で調査対象者が言及した高
齢者関連施設やサービスについて、参与観察、
観察、職員へのヒアリングなどの方法で調査
をおこなった。 
③農村高齢者のライフスタイル調査 
 忠清南道の４つの集落（コンジュ市ウソン
面ハンチョン里、ケリョン市オムサ面ヒャン
ハン里、イェサン郡デフン面トンソ里、ソサ
ン市コブク面チョロク里）において、行政関
係者、里長、老人会長などへのヒアリングを
おこなった。ハンチョン里とヒャンハン里で
は、敬老堂や個人のお宅を訪問して当該集落
で暮らす高齢者にたいし、家族関係・日常生
活・社会的支援の実態およびこれらに対する
意識についてのインタビュー調査をおこな
った。 

 
(3)関連資料の収集とデータ分析 

現地調査で収集したデータの位置づけに
ついて検討するため、関連する新聞・雑誌記
事、韓国およびアジア地域の高齢者・家族・
社会福祉サービス関連図書・論文等を収集し、
韓国およびアジア地域における高齢期ライ
フスタイルの動向について検討した。また、
「生活時間調査」、「社会統計調査」などの統
計資料を用いて日韓の比較分析をおこない、
日韓の高齢者のライフスタイルの特徴を明
らかにした。 
 
 
４．研究成果 
(1)全体的動向 

韓国の伝統家族においては長男がチプ
（家）を継承する直系家族が規範とされ、老
親の扶養は長男が同居しつつおこなうのが
一般的であった。急激な経済成長を経るなか
で家族形態が大きく変容した現在では、理念
としては家族の扶養責任が強調されながら
も、現実には家族の扶養機能が急速に低下し
つつある。韓国における高齢期ライフスタイ
ルの変容の全体的動向について、全国規模の
統計データと現地調査で得たデータをもと
に検討した結果、以下のような動向を見出す
ことができた。 
① 「晩年型同居（途中同居）」の増加：元
気なうちは子世代と別居し、健康に不安が生
じたりひとり暮らしになったら同居に移行
する「晩年型同居（途中同居）」が広くみら
れるようになっており、現在、三世代家族と
して暮らしている世帯にはこの形をとった
ものが少なくない。 
② 農村部での三世代家族形成の困難：経済
成長の過程で農村から都市への激しい人口
流出が起こった韓国では、若い世代が流出し
てしまった農村部よりも、むしろ若い世代が
いる都市部のほうで三世代家族の形成が容
易になっている。 
③ 経済力によるライフスタイルをめぐる
選択肢の広狭：経済力のある高齢者のなかに
は、「シルバータウン」などの施設を利用し、
生涯に渡って子どもたちと自立した関係を
築こうとする人々も現れており、老後の生活
様式についての選択肢の広がりがみられる
が、経済力がなく頼れる子どももいない高齢
者の場合には、公的扶助や社会福祉に頼らざ
るを得ない。 
④ 子どもたちによる親の扶養責任の共有
傾向：親の扶養責任は、長男を中心に次三男
や娘たちにも共有されるようになっている
が、娘との同居は親の側の抵抗感が大きく、
難しいようである。 
 
(2)生活時間の特徴 
 韓国の統計庁による生活時間調査データ
と日本の総務省統計局による社会生活基本
調査データを用いて 10 歳以上（調査対象者
全体）および 65 歳以上（高齢者）の人々の
行動の種類別総平均時間の日韓比較をおこ
なった。その結果明らかになった韓国の高齢
者の生活時間配分のおもな特徴は、以下のと
おりである。 
① 全体的特徴：韓国の高齢者は、日本の高
齢者に比べ、仕事と学習の時間はほとんどか
わらないが、個人的ケアと家事と家族のケア
に配分する時間が短く、自由時間と移動の時
間が長い。自由時間については日本の高齢者
に比べて男女差が少なく、韓国の女性高齢者
は日本の女性高齢者に比べて長い自由時間
を確保している。 



② 個人的ケア時間の特徴：男女ともに食事
時間が大幅に短く、また男性の睡眠時間が短
い。 
③ 家事と家族のケア時間の特徴：家事の時
間は男女とも大幅に短いが、家族のケアの時
間は若干長くなっている。 
④ 自由時間の特徴：交際の時間が男女とも
大幅に長く、家族・親戚以外の人々との交際
に、交際時間の大部分があてられており、電
話による交際時間も日本より長い。休養・く
つろぎの時間は男女とも長く、宗教活動の時
間は女性で長い。自由時間のほぼ半分を占め
るテレビ視聴時間は日本の高齢者とまった
く同じであるが、新聞・雑誌の講読時間は短
い。スポーツ・野外レジャー活動の時間はあ
まりかわらず、ウォーキングや散歩などが多
くの時間を占めている点でも共通している。
趣味・余暇活動の時間もほぼ同じだが、韓国
では、遊び・ギャンブルが多くの時間を占め
ている。社会参加・ボランティア活動、学習、
教養・娯楽が占める時間は日韓ともに少ない
が、韓国のほうが若干短い。 
 
(3)農村部の高齢者の生活の特徴 
 全国規模の統計データと忠清南道の２つ
の村落（ケリョン市オムサ面ヒャンハン里、
コンジュ市ウソン面ハンチョン里）での現地
調査で得たデータをもとに、韓国農村におけ
る高齢者の生活の特徴について日本との比
較から検討した結果、以下のような特徴が明
らかになった。 
① 低い子どもとの同居率：韓国では農村部
の高齢化が極端に進んでおり、都市部に比べ
て子どもとの同居が難しい。 
② 別居子や近隣との盛んな交流：家族行事
の多い韓国では、祖先祭祀や親の誕生日など
機会あるごとに家族が集まるため、別居の子
どもとの交流は頻繁である。また、韓国の農
村には、マウル会館（敬老堂）や大きな木の
下など、高齢者たちが日常的に集う場所があ
り、ほぼ毎日、一日中、近隣や友人とともに
過ごす高齢者はめずらしくない。マウル会館
での近隣との交流や共同食事など、地域社会
における自発的な助け合いが、一人暮らしの
高齢者が農村に住み続けるための大きな助
けになっており、深刻な高齢化のなかで高齢
者たちの生活を支えている。 
③ 高い就労率と子どもからの経済的援
助：農村の高齢者の大部分は農作業に従事し
ており、おもに補助労働に従事している。公
的年金だけで生計を維持するのは難しいた
め、マウル内で賃金労働をしたり、子どもた
ちからの支援を受けたりしている。 
④ 家族による介護への期待と施設やヘル
パー利用の忌避：子どもと同居していない高
齢者たちは、農村に住み続けることを希望し
ているが、健康状態が悪化したら都市に住む

子どものところへ行かざるを得ない状況で
ある。在宅介護サービスは整備されつつある
が、利用者は限定的である。入所施設の利用
者も、ごくわずかである。 
 
(4)資料・報告書の作成 
① 「高齢者の新しい動向にかんする新聞・
雑誌記事」：「ニューシルバー」、インターネ
ットの利用、老人総合福祉館での活動、海外
再就職、海外移住、高級シルバータウンの利
用など、韓国の高齢者の新しい動向を知るこ
とができる新聞・雑誌記事を選んで訳出し、
資料集を作成した。 
② 「都市高齢者へのインタビュー記録：家
族・日常生活・社会サービスの利用状況」：
2007 年 8 月に大田広域市儒城区でおこなっ
た高齢者へのインタビュー記録を資料とし
てまとめた。 
③ 本研究課題の成果（論文・資料等）を収
録した研究成果報告書（A4 版、134 頁）を作
成した。 
 
(5)研究成果の位置づけと今後の展望 

本研究課題の成果はすべて、韓国社会にお
ける高齢期のライフスタイルの変容の動向
をアジア諸社会の動向のなかに位置づけよ
うという展望のもとに成ったものである。ア
ジアの他の社会と比較しながら、韓国社会の
特徴を描き出すようつとめた。これらの研究
成果は、韓国の地域研究であるだけでなく、
近年、国内外で急速な進展をみせているアジ
ア家族の社会的ネットワークの比較研究の
一部をなすものでもある。アジア諸国の研究
者が研究成果を利用できるよう、全体的動向
については英語、農村部の動向については韓
国語の論文も執筆し、研究成果報告書（冊子）
に収録した。 
 今後は、日本以外の社会との比較の視点を
強化し、アジア諸社会の動向とそれぞれの特
徴をより広くとらえられるようにしたい。 
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